
 

平成２０年７月２９日  

 

管内各市町村教育委員会教育長 様 

 

後志教育研修センター 

所長 和 田  徳 夫  

 

 

社会教育に関する研究委員会 アンケートのご協力について（依頼） 

 

盛夏の候、貴職におかれましてはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素より当研修センターの運営に対し、特段のご支援とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、当研修センター事業の一つであります調査研究事業として、「社会教育」に関する研究委

員会では、「変革の時代における社会教育行政の役割～地域課題の解決を目指す社会教育事業のあ

り方～」というテーマのもと、家庭の教育力向上に対する支援の効果的方策を探るべく研究を推進

しいおります。 

つきましては、子どもの教育についての第一義的責任を有する父母等保護者からの、家庭教育に

関する悩みの傾向やニーズの現状を把握するため別紙のとおりアンケートを実施することといた

しました。何かとご多用の折とは存じますが、貴職の家庭教育関係担当者の方に特段のご協力をい

ただきたく、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

送付物 

  家庭教育に関するアンケート １０部 

 

 

 

 

 

後志教育研修センター社会教育に関する研究委員会  

担当：藤 本   篤 

〒044-1611 虻田郡真狩村字光４番地 真狩村教育委員会内 

TEL 0136-45-3336／FAX 0136-45-3338 



 

 

 

ご協力お願いします 

 

★このアンケートは、１２歳児（小学校６年生）までの子どもを持つ保護者の皆様が、

家庭教育についてどのような意識をもっておられるのか、その実態を知り、今後の家

庭教育を支援していく際の手がかりとすることを目的に行うものです。 

 

★回答欄のあてはまる番号には○をつけてください。 

 

★回答は無記名ですべて統計的に処理され、個人の名前がでることはありません。また、

個人の不利益になるようなことはありませんので日頃のありのままの様子やお考えを

お書きください。 

 

★上記の目的のみに使用し、他のことには使用しません。 

 

★この調査に関するお問い合わせは、下記のところまでお願いします。 

《問い合わせ先》 

後志教育研修センター社会教育研究委員会 

電話：0136-45-3336（真狩村教育委員会内） 

担当：藤本  篤 

ご記入後は、お手数ですが、８月

２８日（金）までに、当該市町村

教育委員会 家庭教育関係担当者

へ提出ください。 



 

問１ あなたのお子さんの年代をお答えください 

   お子さんが複数いる場合は、一番年上のお子さんについてのみお答えください 

１ 幼稚園又は保育所に通っていない幼児   ２ 幼稚園児又は保育園児 

３ 小学校１年生～３年生          ４ 小学校４年生～６年生 

 

例 ※ 子どもが複数いる父母等保護者の場合は、一番上の子どもについて回答いただくものとし、

例えば、「幼児（２歳）」「幼稚園児（５歳）」「小学生（７歳・小学１年生）」をもつ場合にあっ

ては、上記「３」の枠での抽出となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       （２歳）        （５歳）          （７歳） 

 

 

問２ お子さんを育てるうえで、心がけていることはなんですか？ 

   （主なもの３つまで○） 

１ 「早寝、早起き」等の生活リズムを身に付けること 

２ あいさつやお礼をきちんと言えること 

３ 他人に迷惑をかけないようにすること 

４ 善悪の判断力をつけること 

５ 栄養に気をつけた食事を、朝・昼・晩しっかりとること 

６ ものを大切にすること 

７ のびのびと育て、自主性や意欲・個性を伸ばすこと 

８ 学校に行ってもついていけるように学習させること 

９ 勉強以外のスポーツや芸術の面で、才能を伸ばすこと 

10 家族や他人を思いやり、やさしくすること 

11 その他（                ） 

12 特にない 

 

  

幼 児 幼稚園児 小学生 

お子さんが「幼児（２歳）」「幼稚園児（５歳）」「小学生（７歳）」の

３人兄弟の場合は・・・ 

⇒「小学生」のお子さんのことについてお答えください。 



 

問３ お子さんを育てるうえで、悩んだり、困ったりすること（したこと）はなんですか？ 

   （主なもの３つまで○） 

１ 子どもが言うことをきかないこと 

２ 子どもの体が弱かったり、病気がちなこと 

３ 食生活で子どもの食が細かったり、食べ物の好き嫌いが多いこと 

４ 子どもの遊び相手がいないこと 

５ 子どもが保育所、幼稚園や小学校に行きたがらないことがあること 

６ 子どもの学力や学習面のこと 

７ 子どもの人間関係（いじめや非行など）のこと 

８ 子どものしつけ方がわからないこと 

９ 子どもの気持ちがわからないこと 

10 子どもをかわいいと思えないときがあること 

11 子どもへの接し方のこと（虐待等をしているのではないかと思うことがある） 

12 忙しくて子どもと接する時間が少ないこと 

13 子育ての悩みを聞いてくれる人が身近におらず、どこに相談してよいのかもわからないこと 

14 夫婦で子育ての意見が合わないこと 

15 その他（                                 ） 

16 特に悩みや困ったことはない 

 

 

 

 

問４ お子さんを育てるうえで、悩んだり困ったとき、あなたはどのように解決していますか？ 

   （主なもの３つまで○） 

１ 配偶者に相談する             

２ 祖父母に相談する 

３ 兄弟や姉妹に相談する           

４ 友人や知人に相談する 

５ 職場の同僚に相談する           

６ 保育所や幼稚園・学校に相談する 

７ 小児科などの医療機関に相談する      

８ インターネットで解決方法を探す 

９ 子育てに関するセミナーや講習会に参加する 

10 市役所や町村役場など、公的な機関の相談機会を利用する（保健師への相談等） 

11 テレビやラジオ・新聞・雑誌・育児書などで解決方法を探す 

12 どこにも相談せず、自分で解決する     

13 なにもしていない             

14 その他（                ） 

15 特に悩みや困ったことはない 

 



 

問５ あなたは子育てに関する情報を主にどこから得ていますか？ 

   （主なもの３つまで○） 

１ 配偶者または自分の親から 

２ 保育所の保育士や幼稚園、小学校の先生から 

３ 子育ての仲間や、子どもが通う保育所・幼稚園・小学校の保護者から 

４ 市町村や保健所の保健師から 

５ 小児科などの医療機関から 

６ テレビやラジオの育児番組から 

７ 育児雑誌や育児書から 

８ 道や市町村の広報や配布された資料から 

９ 子育てに関する学習会や講演会から 

10 インターネット上の子育てに関するホームページから 

11 その他（                   ） 

 

問６ 今後、お子さん又はあなた自身にとって、どのようなサービスを期待しますか？ 

   （主なもの３つまで○） 

１ 身近な地域で相談できる体制の整備 

２ 広報誌などによる情報提供回数の充実 

３ 親子がふれあう機会を増やす事業 

４ 子ども同士で遊べる機会を増やす事業 

５ 子どもとお年寄りがふれあう機会を増やす事業 

６ 同じ年代の子を持つ親や、子育てに関する同じような悩みを持つ人たちとの交流の場の整備 

７ 絵本の読み聞かせなど読書活動を推進する事業 

８ 子育てサークルの育成など自主的な活動への支援 

９ 専門家による講演や学習機会の提供 

10 その他（                ） 

11 特にない 

 

問７ 最後に子育てに関して、何かありましたらご自由におかきください。 

 

 

 

 

 

 

～ご協力ありがとうございました～ 


